
私たちソディックは、数値制御（NC）放電加工機メーカーの先駆者であり、

創業以来、放電加工制御の研究、NC装置開発などにより加工精度を飛躍的に向上させ、

世界中のものづくりに貢献している企業です。

ソディックは、社名の由来でもある「創造」「実行」「苦労・克服」を社是としています。

そこには、『新しいことを「創造」し、それらを「実行」によって形にし、

その過程の「苦労」を「克服」して、お客様の「ものづくり」に貢献する』という当社の強い理念が込められています。

当社はお客様に喜んで使っていただける機械づくりを使命として、

常に社是である「創造」「実行」「苦労・克服」を実践することで、

自社技術をさらに向上させ、新たな製品群への応用開発を進め、ものづくりを通して社会に貢献してまいります。

新シンボルマーク「S-WING」について
新シンボルマーク「S-WING」は、センターの“S”を中心に、二方向に向かう翼を配置。この翼は、次世代への多
角的な展開を象徴し、世界の隅々に達するソディックを表現しています。
今後、10年後・50年後の未来のものづくりを見据え、当社の強みを継承しつつ、さらなる発展と飛躍を確実に
実現するためには、新しい翼（=S-WING）が必要であるという考えから、新たなシンボルマークを制定しました。
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■食品機械事業
■その他事業

役員一覧

社外取締役メッセージ

ESG情報
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　環境への取り組み

　社会への取り組み
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　ソディックのNext Stageを担う人材の育成

財務諸表

会社概要

編集方針
ソディックグループは、ステークホルダーの皆様の

ニーズに合わせて情報開示を行っています。本レポー

トでは、経営・財務情報のほか、当社を理解するうえ

で欠かせない非財務情報も充実させる形での年次報

告を行っています。また、Webサイトでは最新の情報

も提供しています。

報告対象期間

2019年12月期の実績を主な報告対象としていま

す。一部、当該期間以前もしくは以後直近の内容も含

まれています。

決算期の変更について 

当社は、2017年度より決算日を3月31日から12月

31日に変更いたしました。従いまして、2017年12月

期は決算期変更の経過期間であったことから、当社な

らびに3月決算であった連結子会社および持分法適用

関連会社は9ヵ月（2017年4月1日～2017年12月

31日）、12月決算の連結子会社は12ヵ月（2017年

1月1日～2017年12月31日）を連結対象期間とし

た変則的な決算となっております。12月決算の連結子

会社は中国の連結子会社7社が該当します。

見通しに関する注意事項 
本報告書に記載されている、ソディックおよびソディックグループの現
在の計画、戦略などのうち、歴史的事実でないものは将来の見通しであ
り、リスクや不確定な要因を含んでいます。実際の業績などは、さまざ
まな要因により、これらの見通しとは大きく異なる結果となりうること
をご承知おきください。実際の業績などに影響を与えうる重要な要因
には、ソディックおよびソディックグループの事業領域を取り巻く日本、
北南米、欧州、アジアおよび中華圏などの経済情勢、ソディックの製品・
サービスに対する需要動向や競争激化による価格下落圧力、激しい競争
にさらされた市場の中でソディックが引き続きお客様に受け入れられる
製品・サービスを提供できる能力、為替レート、世界的な感染症の拡大
などがあります。なお、業績に影響を与えうる要因はこれらに限定され
るものではありません。

報告範囲

株式会社ソディックおよび連結子会社

社是

世の中にないものは自分たちで創る

「創造」
「実行」

「苦労・克服」
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